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取付説明書
ビューステージ H style
面材（パンチング、パネル、縦スリット、横格子ルーバー）
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●本製品の取付けに際しては、ビューステージ H style 本体 の部品セットに同梱の「本体・9尺・柱移動・戸袋逃
げ柱取付け説明書」を併せてご使用ください。
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1
パ
ン
チ
ン
グ
パ
ネ
ル

1 パンチングパネル

2 施工の流れ

【4】パンチング固定アングルセット

名　　称 略　図 2本入
員数

24

1本入

固定アングル

■根太掛け、妻梁、連結根太、柱、前桁、火打ち、根太、根太掛けカバー、床材の取付け※■印は、「ビューステージ H style
　-本体-　取付け説明書」　を参照し
　てください。

完成図 間柱取付け位置の確認、間柱の取付け

パンチングパネルの取付け

後付けビート、固定アングル、笠木の取付け

【1】間柱セット

間柱

端部柱

間柱固定金具

端部柱スペーサー

後付ビード

ナベドリル小ねじφ4×16

名　　称 略　図
3本入 2本入

中間

3

－

6

－

6

1

－

2

－

2

1本入

2

－

4

－

4

柱2本入

122436

－

2

4

各2

2

員数
端部

16

t=6 t=4

名　　称 略　図 2本入
員数

1左右各1

1本入

横笠木

【5】横笠木セット

名　　称 略　図
2枚入
中間用

12

1枚入

パンチングパネル

員数

2

端部

【2】前面パネルセット

1 梱包明細表 ※略図は右用を示しております。左用は対称になります。

【3】側面パネルセット

名　　称 略　図 2枚入
員数

12

1枚入

パンチングパネル（3尺、5尺補助）

取付け説明書<面材> － 1 1

12パンチングパネル（4尺、6尺、9尺補助）
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3 構造説明図
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1
パ
ン
チ
ン
グ
パ
ネ
ル

4 パンチングパネルの取付け

3 間柱、端部柱の取付け 4 パンチングパネルの取付け

1 前桁、前笠木の加工 2 横笠木・妻梁カバーの加工

1 前桁、前笠木の加工

表4-1　前桁、前笠木の加工寸法（ピッチ寸法）
P1
744.5
789.5
834.5

P2
910
955
1000

関東間
九州四国間
メーター

●2.0間
P1 P1P2 P2120.5

20

P2 P2P1120.5

20

P1

●1.5間
P2 P1P1120.5

20

P2 P1P1120.5

20

 8-φ3.5
（端部ポンチングあり）

 8-φ3.5
（端部ポンチングあり）

●1.0間
P1120.5 P1

20

P1120.5 P1

20

 6-φ3.5
（端部ポンチングあり）

 6-φ3.5
（端部ポンチングあり）

●2.5間
120.5

20

P2 P2P1120.5

20

P1P2

12-φ3.5（端部ポンチングあり）

12-φ3.5（端部ポンチングあり）

P2 P2P1 P1P2

10-φ3.5（端部ポンチングあり）

10-φ3.5（端部ポンチングあり）

間柱固定金具21

間柱3

パンチングパネル4

前桁

妻梁

ナベドリル小ねじ
φ4×16

1
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1
パ
ン
チ
ン
グ
パ
ネ
ル

養生
テープ イボ付き

軍手

●パンチングパネルの養生テー
プはイボ付き軍手などではが
すと簡単にはがれます。

ポイント

4 パンチングパネルの取付け 2 横笠木・妻梁カバーの加工

●3尺

●4尺・5尺

●6尺

●9尺

前桁側 躯体側

3

表4-2　パンチング端部柱スペーサーの
            厚み(t)による使い分け

厚み(t)

6mm

4mm

関東間：1.0～2.0間
九州四国間：1.0～1.5間
メーター：2000～3000
妻梁
関東間：2.5間通し
九州四国間：2.0間
メーター：4000

●端部柱のみ
　パンチング端部柱スペーサーには2種類の厚
みがあります。下表を参照して取付けてくだ
さい。

ポイント

※本図は柱建て式を示します。
※本図は右用の加工を示します。
※妻梁カバーの端部穴は加工済みです。
※3尺用の妻梁カバーの加工はありません。

パンチング端部柱
スペーサー

間柱、端部柱の取付け

3

端部柱3

600

600

900

900

900 900

900
パンチング端部柱
スペーサー

 4-φ3.5
（端部ポンチングあり）

  8-φ3.5
（端部ポンチングあり）

ナベドリル
小ねじφ4×16

118.5

2020

46

120.5

  6-φ3.5
（端部ポンチングあり）

2-φ3.5

  6-φ3.5
（端部ポンチングあり）

2-φ3.5

900 4-φ3.5

t
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1
パ
ン
チ
ン
グ
パ
ネ
ル

4 パンチングパネルの取付け（つづき）

6 笠木の取付け

5 笠木の組立て
7 後付けビードの取付け

6 笠木の取付け
8 固定アングルの取付け

5 笠木の組立て

内　
側

ナベドリル小ねじφ4×16
間柱固定金具
（パンチングパネル用）

笠木

V溝
46

前笠木横笠木

笠木柱固定金具

ナベドリル小ねじ
φ4×16

前笠木5 6

妻梁

固定アングル8

ナベドリル小ねじφ4×16

ナベドリル小ねじ
φ4×16
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1
パ
ン
チ
ン
グ
パ
ネ
ル

7 後付けビードの取付け
端部柱

後付けビード

間柱

ポイント

●指定個所には、必ずシーリングを充てんし
てください。
●笠木固定金具は垂直になるように取付け
てください。

六角タッピンねじ1種φ6×70

ポイント

●固定アングルはパネルを押えるように
取付けてください。

8 固定アングルの取付け

前桁または妻梁

固定アングル

パンチングパネル

笠木

外

側

押付ける

押付ける

横笠木5 6

水準器

固定
アングル

8

後付けビード7

ナベドリル小ねじφ4×16

間柱固定金具
（パンチングパネル用）
5

φ4.3下穴

シーリング
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1
パ
ン
チ
ン
グ
パ
ネ
ル

5 納まり図

側面図
柱建て式 ※柱建て式を代表例として示しております。

正面図
前桁側 躯体側

35

20

2025

4
9
.5

55

D=885（3尺）、1185（4尺）、1485（5尺）、1785（6尺）、2685（9尺）

33
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2

パ
ネ
ル

2 パネル

2 施工の流れ
■根太掛け、妻梁、連結根太、柱、前桁、火打ち、根太、根太掛けカバー、床材の取付け※■印は、「ビューステージ H style

　-本体-　取付け説明書」　を参照し
　てください。

完成図 間柱取付け位置の確認、間柱の取付け

パネルの取付け

笠木の組立て、笠木の取付け

4
8

1

－

2

4

2

－

4

8

3

－

6

12

8
16

12
24

名　　称 略　図
3本入 2本入

中間
1本入 柱2本入

員数
端部

【1】間柱セット

8
16

－

2

4

8

名　　称 略　図
2枚入
中間用

12

1枚入

パネル

員数

2

端部

【2】前面パネルセット

名　　称 略　図 2本入
員数

1左右各1

1本入

横笠木

【4】横笠木セット

1 梱包明細表 ※略図は右用を示しております。左用は対称になります。

【3】側面パネルセット

名　　称 略　図 2枚入
員数

12

1枚入

パネル（3尺、5尺補助）

取付け説明書<面材> － 1 1

12パネル（4尺、6尺、9尺補助）

間柱（パネル用）

端部柱（パネル用）

間柱固定金具

プッシュボタン

ナベドリルねじφ4×19
ナベドリル小ねじφ4×16
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3 構造説明図
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2

パ
ネ
ル

4 パネルの取付け

3 間柱、端部柱の取付け 4 パンチングパネルの取付け

1 前桁、前笠木の加工 2 横笠木・妻梁カバーの加工

4 パンチングパネルの取付け
間柱

パネル

パネル

ナベドリルねじφ4×19

ナベドリルねじ
φ4×19

間柱間柱
内

側

ポイント

ナベドリルねじ
φ4×19

ナベドリル小ねじ
φ4×16

内　側

前桁

パネル4

ナベドリルねじ
φ4×19

ナベドリル
小ねじφ4×16

間柱3

1

2 横笠木・妻梁カバーの加工

●3尺

●4尺・5尺

●6尺

●9尺

前桁側 躯体側

600

600

900

900

900 900

900

 4-φ3.5（端部ポンチングあり）118.5

2020

46

120.5

2-φ3.5

2-φ3.5

6-φ3.5（端部ポンチングあり）

6-φ3.5（端部ポンチングあり）

8-φ3.5（端部ポンチングあり）

900 4-φ3.5

妻梁

※本図は柱建て式を示します。
※本図は右用の加工を示します。
※妻梁カバーの端部穴は加工済みです。
※3尺用の妻梁カバーの加工はありません。
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2

パ
ネ
ル

1 前桁、前笠木の加工

表4-1　前桁、前笠木の加工寸法（ピッチ寸法）
P1
744.5
789.5
834.5

P2
910
955
1000

関東間
九州四国間
メーター

●2.0間
P1 P1P2 P2120.5

20

P2 P2P1120.5

20

P1

●1.5間
P2 P1P1120.5

20

P2 P1P1120.5

20

 8-φ3.5
（端部ポンチングあり）

 8-φ3.5
（端部ポンチングあり）

●1.0間
P1120.5 P1

20

P1120.5 P1

20

 6-φ3.5
（端部ポンチングあり）

 6-φ3.5
（端部ポンチングあり）

●2.5間
120.5

20

P2 P2P1120.5

20

P1P2

12-φ3.5（端部ポンチングあり）

12-φ3.5（端部ポンチングあり）

P2 P2P1 P1P2

10-φ3.5（端部ポンチングあり）

10-φ3.5（端部ポンチングあり）

3 間柱、端部柱の取付け

内

側

外

側

間柱固定金具

間柱固定金具3
ナベドリル小ねじφ4×16

端部柱3
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2

パ
ネ
ル

4 パネルの取付け（つづき）

6 笠木の取付け5 笠木の組立て

5 笠木の組立て

6 笠木の取付け

46

内　
側

笠木

間柱固定金具

前笠木 横笠木

笠木柱固定金具

ナベドリル小ねじφ4×16

ナベドリル小ねじ
φ4×16

V溝

妻梁

ナベドリル小ねじφ4×16

プッシュボタン6

前笠木6
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2

パ
ネ
ル

ポイント

●指定個所には、必ずシーリングを充てんし
てください。
●笠木固定金具は垂直になるように取付け
てください。

六角タッピンねじ1種φ6×70

φ4.3下穴

シーリング

6 笠木の取付け

パネル

間柱端部柱

プッシュボタン

ナベドリル
小ねじφ4×16

パネル縦枠

内

側

プッシュボタン6

間柱固定金具5
ナベドリル小ねじφ4×16

横笠木6

水準器

ナベドリル小ねじ
φ4×16
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ル
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55

D=885(3尺),1185(4尺),1485(5尺),1785(6尺),2685(9尺)
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1616
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0
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9

35.4
11
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1111

35.4
11

16

25 28.5

正面図

側面図
柱建て式 ※柱建て式を代表例として示しております。

5 納まり図
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パ
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ル
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9尺
)

9
0

30 44.5
10

90
L

120.5 120.5

1
2
0
.5

1
2
0
.5

35.42727 35.435.4 27 27
62.462.4

35.4
11
1616
46.446.4

35.4
57.4

89.4

40.5 12.5413

3

40
.5

21
.5

5
0

4
6

2020 20

20
20 35
.4

1116
46
.4

11
16

11
1635.4
11

46
.4
16

35
.4

11

平面図
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3
縦
ス
リ
ッ
ト

2 施工の流れ
■根太掛け、妻梁、連結根太、柱、前桁、火打ち、根太、根太掛けカバー、床材の取付け※■印は、「ビューステージ H style

　-本体-　取付け説明書」を参照して
　ください。

完成図 前桁・前笠木の加工（関東間2.0間・2.5間・メーター4000のときのみ）
間柱取付け位置の確認、間柱の取付け

笠木の組立て、笠木の取付け

縦スリットの取付け

3 縦スリット

【4】妻梁アタッチセット

前桁カバー取付け材

前桁カバー

笠木アタッチメント2

笠木アタッチメントスペーサー

名　　称 略　図
員数

左右各1

2

左右各1

14

2本入

1

1

1

7

1本入

【2】間柱セット
名　　称 略　図 員数

2

4

8

間柱

間柱固定金具

プッシュボタン

1 梱包明細表 ※略図は右用を示しております。左用は対称になります。
【1】パネルセット（縦スリット）

名　　称 略　図
2枚入 1枚入

中間

2

10
1

1

員数
側面用

端部

ナベドリルねじφ4×13
取付け説明書<面材>

2 1

10
－

3尺、4尺、5尺 6尺

10
－

21
－

1

【5】前桁アタッチセット

名　　称 略　図
員数

1

1

1

－

左右各2

7

1

2.0間、2.5間
左右各1
中間1

1.0間、1.5間

－
42
－

前桁カバー取付け材

前桁カバー

笠木アタッチメント

縦スリット連結カバー

前桁カバー小口キャップ

笠木アタッチメントスペーサー

縦スリット連棟用隙間フサギ

9尺

21
－

2

名　　称 略　図 2本入
員数

1左右各1

1本入

横笠木

【3】横笠木セット

ナベドリル小ねじφ４×19
ナベドリル小ねじφ4×16

8
16

ナベドリル小ねじφ4×16 28 14

ナベドリル小ねじφ4×16 19

3

1

2

左右各2

11

1

28

縦スリット
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3
縦
ス
リ
ッ
ト

3 構造説明図

※
関
東
間
1
.0
間
～
1
.5
間

　
メ
ー
タ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
2
0
0
0
～
3
0
0
0

　
は
間
柱
に
取
付
き
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト

●
屋
根
を
取
付
け
の
場
合
は
縦
ス
リ
ッ
ト
面
材
を

取
付
け
る
前
に
屋
根
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
柱
建
て
式
に
屋
根
を
取
付
け
る
場
合
は
、
事
前

に
P
.3
2
の
雨
樋
取
付
け
方
法
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

前
笠
木

笠
木
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

ナ
ベ
ド
リ
ル

小
ね
じ
φ
4
×
1
6

ナ
ベ
ド
リ
ル
ね
じ
φ
4×
13

縦
ス
リ
ッ
ト

笠
木
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
ス
ペ
ー
サ
ー

前
桁
カ
バ
ー

前
桁
カ
バ
ー
取
付
け
材

ナ
ベ
ド
リ
ル
小
ね
じ
φ
4
×
1
6

ナ
ベ
ド
リ
ル
小
ね
じ
φ
4
×
1
6

縦
ス
リ
ッ
ト
連
結
カ
バ
ー

六
角
タ
ッ
ピ
ン
ね
じ

1種
φ
6×
70

横
笠
木

間
柱
固
定
金
具

ナ
ベ
ド
リ
ル
ね
じ

φ
4
×
1
3

ナ
ベ
ド
リ
ル

小
ね
じ
φ
4×
16

前
桁
カ
バ
ー

小
口
キ
ャ
ッ
プ

（
端
部
の
み
）

間
柱

ナ
ベ
ド
リ
ル

小
ね
じ
φ
4
×
1
6
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3
縦
ス
リ
ッ
ト

4 縦スリット面材の取付け

6 縦スリットの取付け

縦スリット

ナベドリル
ねじφ4×13

3 間柱の取付け（※1）

前桁/前笠木の加工（関東間2.0間・2.5間通し・メーター4000のときのみ）1 間柱取付け位置の確認（※1）2

前桁/前笠木の加工
（関東間2.0間・2.5間通し・メーター4000のみ）

1

5 笠木の取付け4 笠木の組立て

※面材を取付ける前に90柱キャップを取付けてください。
※1 関東間1.0間～2.0間、メーター2000～3000の場合は、間柱は取付きません。

6 縦スリットの取付け

P1

4-φ3.5

P1P2

20 20

4
6

表4-1　前桁/前笠木加工寸法
P1
1320
1320
1455

P2
910
1820
1000

関東間 2.0間
関東間 2.5間
メーター 4000

4-φ3.5

●前桁

●前笠木

引っかける

引っかける

前桁カバー
取付け材

前桁カバー

笠木アタッチメント

縦スリット

笠木アタッチメント

笠木

前
桁
側

躯
体
側

図4-1　笠木アタッチメント取付け位置図

笠木アタッチメント

縦スリット

ナベドリルねじφ4×13

ポイント

ナベドリルねじφ4×13 ナベドリル小ねじφ4×16

外　側 笠木

笠木アタッチメントスペーサー

パチン

笠木アタッチメント

ポイント

ナベドリルねじφ4×13 ナベドリル小ねじφ4×16

柱

前桁1

ナベドリルねじφ4×13

6 縦スリット

前桁カバー
小口キャップ
（端部のみ）

ナベドリル
小ねじφ4×16

ナベドリル
小ねじφ4×16

－20－



3
縦
ス
リ
ッ
ト

妻梁

9
8
9
.5

2
0

●指定個所には、必ずシーリン
グを充てんしてください。
●笠木固定金具は垂直になるよ
うに取付けてください。

4 笠木の組立て

内　
側

笠木

V溝

46

間柱固定金具

ナベドリル
小ねじφ4×16

2 間柱取付け位置の確認

6 縦スリットの取付け

内

側

外

側

間柱固定金具

ポイント

●妻梁側の前桁カバー取付け材には
左右があります。
　図は内観右側を示します。

64
.5

柱　
側

内　側

前桁カバー取付け材

ポイント

●中間柱の接続の場合

6 縦スリットの取付け

●前面に壁がある場合

130切断

笠木アタッチメント

縦スリット

縦スリット連棟用
隙間フサギ

笠木

541 前笠木

前桁カバー小口
キャップ（端部のみ）

6 前桁カバー取付け材

6 前桁カバー

ナベドリル
小ねじφ4×16

ナベドリルねじ
φ4×13

ナベドリルねじ
φ4×13

ナベドリル
小ねじφ4×16

笠木
アタッチメント

4 5 横笠木

ナベドリル
小ねじφ4×16

間柱固定金具

3 間柱

笠木アタッチメント
スペーサー

φ4.3下穴

六角タッピンねじ
1種φ6×70

シーリング
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3
縦
ス
リ
ッ
ト

5 納まり図

柱建て式　端部 柱建て式　間柱部
側面図

L

30

6
1

30
6
0

9

5
5 3
5

3726

1618
L

165

20

15
35

17
.5

25 28.525 28.5

1618

9090

4040

2525

50

30 30 30

23

75

20

25

84 33

正面図

9
.3

1
2
3
6
.5

2

パ
ネ
ル
サ
イ
ズ
：
1
2
4
7
.8

2
8
.8

D=885(3尺),1185(4尺),1485(5尺),
1785(6尺),2685(9尺)

3

5
5 3
5

20
1
6
0

15

3

H
=
1
1
2
0

3
9
9

9
.3

1
2
3
6
.5

2

パ
ネ
ル
サ
イ
ズ
：
1
2
4
7
.8

2
8
.8

5
5

20
1
6
0

H
=
1
1
2
0

3
9
9

4626

15

3

25

30
3
0

28.5 12

1618

17

135

25

90 90

20

3
5

20

3

25

3 84
3 84

7215

72 72

7215

4626

40.5 24.5

9
.3

1
2
3
6
.5

2

パ
ネ
ル
サ
イ
ズ
：
1
2
4
7
.8

2
8
.8

20
1
6
0

H
=
1
1
2
0

3
9
9

31
.5

φ40
65
70

78
63 12
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3
縦
ス
リ
ッ
ト

平面図

笠木部 間柱部

※関東間2.0間,2.5間、メーターモジュール4000
　は柱内々に間柱が入ります。

関東間：910(2.0間)，1820(2.5間)
メーター：1000(4000)

L

D
=
8
8
5
(3
尺
),1
1
8
5
(4
尺
),1
4
8
5
(5
尺
),

1
7
8
5
(6
尺
),2
6
8
5
(9
尺
)

9
0

30 44.5

L

1816 78

90 90

18
16

18
16

8
7

1
0
0

1816 78

37

18
16

8
7

40
.5

40
.5

21
.5

(80)

4
5

59 25

1
0
0 1
5
2

84

46
26

28
.5

12

150
100 100

1
0
0 6
5

1
5
0

2.
5

5
1
5
0
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4
横
格
子
ル
ー
バ
ー

2 施工の流れ

4 横格子ルーバー

【8】前桁アタッチセット

1 梱包明細表 ※略図は右用を示しております。左用は対称になります。

【7】横笠木セット

【5】妻梁アタッチセット

【6】間柱セット

【1】前面パネルセット

【3】側面パネルセット

【2】前面パネルセット 高尺（中間用）

【4】側面パネルセット 高尺（中間用）

※■印は、「ビ
ューステージ H 
style　-本体-　
取付け説明書」
を参照してくだ
さい。

完成図 ■根太掛け、
　妻梁、連結根太、
　柱、前桁、
　火打ち、根太、
　根太掛けカバー、
　床材の取付け

　前桁・前笠木の加工
（関東間2.0間・2.5間・メーター4000のときのみ）
　間柱取付け位置の確認、間柱の取付け

笠木の組立て、笠木、
胴縁の取付け

横格子ルーバーの取付け

※1　ラッピング色には同梱しておりません。

名　　称 略　図
員数

1.5間、2.5間通
3000

1.0間
2000

横格子ルーバー（端部用）

横格子ルーバー（前面用）

格子取付材上端カバー

格子取付材上端カバー（連結用）

胴縁下端カバー

胴縁下端カバー（連結用）

－

上下各1

1

1

1

1

－

上下各1

－

1

－

1

48
－

32
－－

左右各1

－

2

1

2

1

48
1

端部用2.0間
4000

－

上下各1

2

1

2

1

16
－

上用
下用

ナベドリルねじφ4×13
取付け説明書<面材>

員数

横格子ルーバー（端部用）

横格子ルーバー（中間用）

格子取付材上端カバー

格子取付材上端カバー（連結用）

胴縁下端カバー

胴縁下端カバー（連結用）

－

1

－

－

－

－

－

1

－

－

－

－

－
－

－
－－

左右各1

－

2

1

2

1

48
1

端部用

－

1

－

－

－

－

－
－

1.5間、2.5間通
3000

1.0間
2000

2.0間
4000

名　　称 略　図

ナベドリルねじφ4×13
取付け説明書<面材>

名　　称 略　図 員数

上下各1

3

3

上下各1

4

4

9尺3尺、4尺

上下各1

2

2

横格子ルーバー（側面用）

格子取付材上端カバー

胴縁下端カバー

5尺、6尺
上用
下用

ナベドリルねじφ4×13 32 48 64

名　　称 略　図 員数

左右各1

2

左右各1

2

9尺3尺、4尺

左右各1

2

前桁カバー取付け材（側面用）

前桁カバー（側面用）

5尺、6尺

ナベドリル小ねじφ4×16 20 30 40

名　　称 略　図 2本入
員数

1左右各1

1本入

横笠木

名　　称 略　図 3本入
員数

2本入

3 2胴縁 4

4本入

37

1

1

－

1

1

－

3

2

前桁カバー取付け材

前桁カバー

横格子ルーバーカバー

名　　称 略　図
員数
1.5間
3000

1.0間
2000

2.0間、2.5間通
4000

ナベドリル小ねじφ4×16 20 30

左右各1
中間用1

名　　称 略　図 員数

2

4

8

間柱

間柱固定金具

プッシュボタン ※1

ナベドリル小ねじφ４×19 ※1
ナベドリル小ねじφ4×16

8
16

名　　称 略　図 員数

1 1

9尺3尺、4尺

1横格子ルーバー（中間用）

5尺、6尺

【9】胴縁セット
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4
横
格
子
ル
ー
バ
ー

3 構造説明図

※
関
東
間
1
.0
間
～
1
.5
間

　
メ
ー
タ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
2
0
0
0
～
3
0
0
0

　
は
間
柱
に
取
付
き
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト

●
屋
根
を
取
付
け
の
場
合
は
横
格
子
ル
ー
バ
ー
面
材

を
取
付
け
る
前
に
屋
根
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
柱
建
て
式
に
屋
根
を
取
付
け
る
場
合
は
、
事
前
に

P
.3
2
の
雨
樋
取
付
け
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

六
角
タ
ッ
ピ
ン
ね
じ

1
種
φ
6
×
7
0

横
笠
木

前
桁
カ
バ
ー

間
柱

前
笠
木

横
格
子
ル
ー
バ
ー

ナ
ベ
ド
リ
ル

小
ね
じ
φ
4
×
1
6

ナ
ベ
ド
リ
ル
ね
じ
φ
4
×
1
3前
桁
カ
バ
ー

取
付
材

胴
縁

胴
縁
下
端
キ
ャ
ッ
プ

胴
縁
下
端

キ
ャ
ッ
プ

（
連
結
用
）

間
柱
固
定
金
具

横
格
子
ル
ー
バ
ー
カ
バ
ー

ナ
ベ
ド
リ
ル

小
ね
じ
φ
4
×
1
6

ナ
ベ
ド
リ
ル

小
ね
じ
φ
4
×
1
6

格
子
取
付
材
上

端
部
カ
バ
ー
（
連
結
用
）

格
子
取
付
材
上

端
部
カ
バ
ー

ナ
ベ
ド
リ
ル
ね
じ

φ
4
×
1
3

格
子
取
付
材
上

端
部
カ
バ
ー

ナ
ベ
ド
リ
ル
ね
じ
φ
4
×
1
3

ナ
ベ
ド
リ
ル

小
ね
じ
φ
4
×
1
6
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4
横
格
子
ル
ー
バ
ー

標準タイプ

4 パネル配置図

端部左胴縁 端部右 正面
1.0間（2000） 1.5間・2.5間通し（3000） 2.0間（4000）

1.0間（2000）

端部左

端部右

1.5間（3000）

2.0間（4000）

2.5間（5000）

3.0間（6000）

3.5間（7000）

4.0間（8000）

4.5間（9000）

5.0間（10000）

5.5間（11000）

6.0間（12000）

正面下

胴縁

正面上
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4
横
格
子
ル
ー
バ
ー

ハイパーティション

端部左胴縁 端部右 正面
1.0間（2000） 1.5間・2.5間通し（3000） 2.0間（4000）

●真ん中のパネルには高尺用のパネル
を使用します。上下のパネルは標準
タイプと同じです。

ポイント

端部左

正面上

正面下

正面中間（高尺用）

胴縁

端部右

1.0間（2000）

1.5間（3000）

2.0間（4000）

2.5間（5000）

3.0間（6000）

3.5間（7000）

4.0間（8000）

4.5間（9000）

5.0間（10000）

5.5間（11000）

6.0間（12000）
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4
横
格
子
ル
ー
バ
ー

5 横格子ルーバーの取付け

ナベドリル
小ねじφ4×16

7 横格子ルーバーの取付け

7 横格子ルーバーの取付け

●上用 ●下用●中間
（高尺）用

ポイント
●横格子ルーバーには上
用、中間（高尺）用、
下用があります。右図
を参照して取付けてく
ださい。
●ハイパーティション用
の中間には、中間（高
尺）用の横格子ルー
バーを使用してくださ
い。 4

7
7
.5

4
7

4
7

2
0
0

4
7

前桁/前笠木の加工
（関東間2.0間・2.5間通し・メーター4000のときのみ）

1

P1

4-φ3.5

P1P2

20 20

4
6

表4-1　前桁/前笠木加工寸法
P1
1320
1320
1455

P2
910
1820
1000

関東間 2.0間
関東間 2.5間
メーター 4000

4-φ3.5

●前桁

●前笠木

3 間柱の取付け（※1）

前桁/前笠木の加工（関東間2.0間・2.5間通し・メーター4000のときのみ）1 間柱取付け位置の確認（※1）2

5 笠木の取付け4 笠木の組立て

※面材を取付ける前に90柱キャップを取付けてください。
※1関東1.0間～2.0間、メーター2000～3000の場合は間柱は取付きません。

6 胴縁の取付け

ナベドリルねじφ4×13

仮置き

胴縁

横格子ルーバー
前桁カバー

妻梁

ナベドリル
ねじφ4×13

ナベドリルねじ
φ4×13

ナベドリル小ねじφ4×16

胴縁
7 横格子ルーバー（前面用）

前桁1

6

胴縁下端キャップ
横格子ルーバーカバー

 胴縁下端キャップ
（連結用）

格子取付材上端部カバー（連結用）

格子取付材上
端部カバー

ナベドリル
ねじφ4×13

ナベドリルねじφ4×13
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9
8
9
.5

2
0

6 胴縁の取付け

4 笠木の組立て

内　
側

笠木

間柱
固定金具

前桁

笠木

ねじ

胴縁下端キャップ

胴縁

●横格子ルーバーと胴縁を
固定するするねじは、ナ
ベドリルねじφ4×13
を使用してください。

ポイント

V溝 46

ナベドリル
小ねじφ4×16

2 間柱取付け位置の確認 7 横格子ルーバーの取付け

内

側

外

側

間柱固定金具

ポイント

●妻梁側の前桁カバー取付け材には
左右があります。
　図は内観右側を示します。

●面材位置を調整する
際は、前桁カバー取
付け前にねじをゆる
めて調整してくださ
い。

ポイント

柱　
側

前桁カバー取付け材

44
.5

内　側

ねじ

六角タッピンねじ
1種φ6×70

ナベドリルねじ
φ4×13

ナベドリル小ねじ
φ4×16

前桁カバー
取付け材

シーリング

ナベドリル
小ねじφ4×16ナベドリル小ねじφ4×16

ナベドリル小ねじφ4×16
間柱固定金具

7 横格子ルーバー（端部用）

6 横格子ルーバー

6 前桁カバー
取付け材

6 前桁カバー

ナベドリル小ねじφ4×16

3 間柱

3 横笠木

51 前笠木

φ4.3下穴

●指定個所には、必ずシーリン
グを充てんしてください。
●笠木固定金具は垂直になるよ
うに取付けてください。

ポイント

ナベドリルねじ
φ4×13

ナベドリル小ねじ
φ4×16

－29－
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※関東間2.0間,2.5間、メーターモジュール4000は間柱が入ります。
D=885(3尺),1185(4尺),1485(5尺),

1785(6尺),2685(9尺)

84 33
84 33

90

90 90

72 315

3
5

20
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1
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0

3
1
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7
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7
.5
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5

20
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1
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0
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7
.5

5
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H
=
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1
2
0
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0
0

30
.5
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1.
5

1
2
2
0

6
1

6
1

7.
5

1
2
4
4

1
2

1
2

2.
5 72

26 46
72 315

26 46

40.5 24.525

30

28.5 12

15 72

17

4
7

4
7

45 90 45

6
1

6
1
0

6
1
0

5
5

H
=
1
1
2
0

3
9
9
2
0
0

30
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6
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4
4

1
2

1
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5

4
7

4
7 6
1

6
1
0

6
1
0

5
5

H
=
1
1
2
0

3
9
9
2
0
0

30
.5

30
.5

1.
5

1
2
2
0

6
1

6
1

7.
5

1
2
4
4

1
2

1
2

2.
5

4
7

4
7 6
1

25

25

25

端部 間柱部

L

6
1

3
0

6
0

9
29
.3

6
1

3
0

6
0

9

L

50
30 30

7520

30

25 28.5 25 28.5

23
2525

31
.5

17
.5

4040

7215 72
30

6 納まり図

正面図

側面図
柱建て式 ※柱建て式(出幅2～4尺)を代表例として示しております、９尺用の本体形状は根太形状等が異なります。
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平面図

正面図（高尺）
L

843
63 1215

30

55
16
0

511
20

3
99

78
.5

47
20
0

15
86

20
55

16
10

12
12

61
61

61

9

25

L

30 30

7520

30

23

25 25

31
.5

17
.5

40 40

90

25 28.5 25 28.5

15
.5

36
1

30
.5

30
.5
2.
5

90

50

間柱部

※関東間2.0間,2.5間、メーターモジュール4000は柱内々に間柱が入ります。

関東間：910(2.0間)，1820(2.5間)
メーター：1000(4000)

(関東間)553.5,(メーター)598.5

L
D=
91
6.5
(3尺

),1
21
6.5
(4尺

),1
51
6.5
(5尺

),1
81
6.5
(6尺

),2
71
6.5
(9尺

) 9
0

90

23
9
8

9
0

54
.5

104 90

30 44.5
10

54
.5

D=
88
5(3
尺)
,11
85
(4尺

),1
48
5(5
尺)
,17
85
(6尺

),2
68
5(9
尺)

L
関東間:899(1.0間),1809(1.5間),2719(2.0間)
メーター:989(2000),1989(3000),2989(4000)

3
0

25
8
4

30 25 75

1
2
0
.5

0.
5

6
11

30
25

8
4

40
.5

21
.5

46
30
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20 20
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TOSMAM89D
201303A＿1039
201902E＿1039

側面図（高尺）

5 縦スリット・横格子ルーバーに屋根を取付ける場合の縦樋のまわし方

取説コード

M018

●デッキボード、ジョーブ床の場合 
※縦スリットを代表例として示しています。

ポイント

●スターターデッキ部材に雨水が
入るようにしてください。

ポイント

●妻梁カバーに雨樋アタッチメントを取付け、妻梁に雨水が入るようにして
ください。

●スリット床の場合 
※縦スリットを代表例として示しています。

妻梁カバー

妻梁

雨樋アタッチメント

スリット床

φ4×14トラス
タッピンねじ3種

20
25 5
5

8
4

3

9
0 7
2

3

7
2

35 20
397 1017.5

9
0

1
2
0
.5

610 610

55 H=1120 99

200
30.5

1586

61

7.5

6130.5

366

1610
12 12

2.5

20 55

1
5

61

D
=
8
8
5
(3
尺
),1
1
8
5
(4
尺
),1
4
8
5
(5
尺
),

1
7
8
5
(6
尺
),2
6
8
5
(9
尺
)

47 47
61 61 61 61

47 47

3

25

15
26

4
6

364.53

縦樋

スターター
デッキ部材

縦樋

雨樋アタッチ
メント　

※現場加工に
　なります
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